
 
 
 
 
 
 

１．指導の立場 

（１）単元について 
学習指導要領に示された本単元での指導内容は，以

下の通りである。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

音を出すものが震えていることについては，太鼓の
膜の様子を観察するなどの活動を通して，小学校でも
体験的に学習している。中学校では，その「振動の仕
方」にも注目し，その規則性について，学習をさらに
深める。 

 
（２）生徒の実態 
 本単元は，「１章 光による現象」，「２章 音によ
る現象」，「３章 力による現象」の３つの章で構成さ
れている。 

単元に先だって，身近な物理現象についてのレディ
ネステストを実施した。結果，「光は直進する」「光は
鏡などに当たると，折れ曲がるように反射する」「音
が鳴る物は振動している」ことなどは，正答率が高か
った。多くの生徒が，小学校の学習が定着している。 

反面「ギターなどの楽器の弦を短くするとどうなる
か」や「水中では，音はどのように聞こえるか」とい
う質問には，それぞれ「低くなる」「聞こえなくなる」
などの回答や，無回答のものがいくつかあった。これ
らのことから，「学習した内容を，日常生活とつなげ
ることに弱さが見られること」「自分の意見を，自信
をもって表現すること」に弱さがあることが明らかに
なった。このことは，他の単元でも同様に感じられた。 

 
 
 
 
 
 
 
本時だけでなく，日ごろの授業から，実験・観察す

る対象にじっくりと向き合い，分かったことを進んで
表現していけるよう，指導していきたいと考える。 
 
２．研究との関わり（【研究内容２】について） 

理科部では，実験を通し，科学的事象を自分の目で
確かめ，疑問をもつことによって，「探究したい」と
いう気持ちを育てたいと考えている。さらに理科の学
びを通して，「分からないことが分かる」「学習したこ
とがつながる」といった経験を数多く積むことが，研
究主題にもある「社会で生きる力の育成」にもつなが
ると考える。 

研究内容２を受けて，理科部では深い学びの捉えを
「自然の事物・現象から問題を見出し，見通しをもっ
て課題や仮説の設定をし，探究する学び」とした。そ
うした学びを実現するために，主体的な学びを生み出
す指導の工夫，対話的な学びを生み出す指導の工夫を
本時の学びにも取り入れた。 

主体的な学びを生み出す指導の工夫として，単元の
導入時に，まず，「発音体が振動し，その振動が鼓膜
に届くことで音が聞こえる。」ということを学習する。
その上で，モノコードを用いて，音量や音程を変える
条件について確認する。この２つのことから，「音量
や音程が変わる時，振動の仕方もきっと変わっている
はずだ。どのように変わっているのだろう？」という
問いが生まれる。この問いを，「実験を通して明らか
にしよう」という主体的な学びにつなげたい。 

現実にはモノコードを用いた実験で，振動数を目で
見て確認することは不可能である。中学校 1 年生の段
階では，物理現象を身近に感じるために，体験的に学
習すること大切だと考える。そこで，ゴムひもを使い，
モノコードのように振動する長さや，張りの強さなど
を変え，振動の様子を観察を通して気付かせるように
する。しかし，これでは肝心の音が鳴らないので，タ
ブレットにある音の振動をグラフ化するアプリケー
ションを用いて，モノコードでも同様の現象が起きて
いることを確認させる。このアプリケーションは，モ
ノコードと違って，波形を一時停止させることができ
るので，振幅や振動数を確認することができる。これ
によって，目では追えない振動の様子を，身近に感じ
取れるようにする。 

場所 ：大野中学校第１理科室 
学級 ：大野町立大野中学校 
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〔物理的分野〕 

単元名 光・音・力による現象  2 章 音による現象 

第１学年 理科学習指導案 

（１）身近な物理現象 
 身近な物理現象についての観察，実験などを通して，

次の事項を身に付けることができるよう指導する。  
   （ 中略 ）  
イ 身近な物理現象について，問題を見いだし見通し

をもって観察，実験 などを行い，（中略）規則性や関
係性を見いだして表現すること 

 
（ｱ）光と音 

 （中略） 
㋒ 音の性質 
  音についての実験を行い，音はものが振動するこ
とによって生じ空気中などを伝わること及び音の高
さや大きさは発音体の振動の仕方に関係することを
見いだして理解すること 
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【本時までの単元指導計画】 

１章 光による現象（8 時間） 

 

【実験計画】 

1 章：実験１ 鏡ではね返るときの進み方 実験２ 空気と水の間での光の進み方 

実験３ 凸レンズによってできる像 

３．単元構造図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 音による現象（全６時間） 

【単元全体のねらい】 

 理科の見方・考え方をはたらかせながら，身近な物理現象についての探究的な学習を通して，光・音・力についての物理現象につい
て理解を深めさせるとともに，それらの観察・実験などに関する技能を習得し，主体的に探究しようとすることができる。 
 
【単元はじめの生徒の意識】 

小学校でも光・音・力については学習した。しかし「凸レンズを使えば，光を集められる」「音が鳴るとき震えてい
る」のように，現象について学習するのが中心で，「そこにどんな法則があるか」まで深く考えていない。 

【① ② １．音の伝わり方】 

課：音の振動は，どのようにしてまわりに伝わるのだろうか。 

＜ねらい＞ 
音が鳴っているものの様子を調べることを通して，発

音体は振動しており，それを空気や水が振動を伝えるこ
とで，音が聞こえることを理解することができる。（主
体的） 

＜生徒の意識＞ 
 「物が見える」ということは，「光が目に入る」からだ
った。「音が聞こえる」は，「振動が波のように広がり，鼓
膜に伝わる」ということだ。光とは全然違う。 
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【単元出口の生徒の意識】 

 「音が聞こえる」とは，「振動が波のように広がり，鼓膜に伝わる」ことである。この振動の振幅や振動数が変わるこ
とで，違った音として聞こえる。この現象には，「振幅が大き（小さ）ければ，音量が大き（小さ）くなる」「振動数が
多（少な）ければ，音程が高（低）くなる」という法則がある。 

【⑤（本時） 

⑥音のちがいと振動のようすの関係】 

 

課：音の大きさや高さを変えた時，振動は変化しているのだろうか。 

【第１章まで終えての生徒の意識】 

「物が見える」ということは，光が目に入り，「その直線上に物があるはずだ」と脳が考えることで見える。だから，
光が反射したり，屈折したりすることで，直線で進まないと，普段とは違ったものの見え方になる。光の反射や屈折に
は法則がある。 

【③④ ２．音の大小と高低】 

課：音の大きさや高さはどのようにして決まるのだろうか。 

＜ねらい＞ 
モノコードの弦をはじき，音の大きさや高低がどのよ

うに変わるか調べる実験を通して，強くはじけば音の大
きさが大きくなり，弦を短くしたり，張りを強くしたり
することで音程が高くなることを理解することができ
る。（知・技） 

＜生徒の意識＞ 
 弦を強くはじけば，大きい音が鳴る。弦の長さや張り
の強さを変えることで音程が変わる。このことはギタ
ーやピアノなどの楽器や，定規をはじいた時でも同じ
ことが言える。 

＜ねらい＞ 
弦を強くはじいた場合や,振動する部分を短くしてはじいた

場合に,弦の振動がどうなるかを調べる実験を通して,大きな音
が鳴るときは,弦が大きく振動し,高い音が鳴るときは,弦が速
く振動していることに気づくことができる。（思・判・表） 

＜生徒の意識＞ 
 音が変われば，振動の様子は変わりそうだ。どのように変わ
っているかを調べるには，専用のアプリケーション使えそう
だ。これを使って調べると，大きい音の時は山が大きく，高い
音の時は細かく振動していると分かる。だから，大きい音は振
幅が大きく，高い音は振動数が多いと言える。 



４ 本時のねらい 
  弦を強くはじいた場合や,振動する部分を短くしてはじいた場合に,弦の振動がどうなるかを調べ

る実験を通して,大きな音が鳴るときは,弦が大きく振動し,高い音が鳴るときは,弦が速く振動して
いることに気づくことができる。 

５ 本時の展開 
過程 学 習 活 動 研究内容について 
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１．事象提示 

 黒い膜の上に食塩をまき，声を当てて，模様を観察する。 
  →声によって模様が変わるのは，音の大きさや高さに 

よって振動が変わるからではないか。 
 

 
 

２．弦の振動を調べる方法を考える。 

・アプリケーション 
（オーディオスペクトルアナライザ） 

の説明を聞く。 
 

 ＜生徒の見通し＞ 
 ・大きい音を鳴らすために，強くはじいた時は，弦が大きく

震えていた。塩の粒も大きく跳ねていた。 
⇒振動の山が大きいのではないか。 
 

 ・音を高くするために，短い弦をはじいても，振動の変化は
目では分からなかった。塩の粒の跳ね方からすると，細か
く跳ねているように見えた。 

⇒細かく振動しているのではないか。 
 
３．実験結果（証拠）とつなげて考えをまとめる。 

 ・「①大きい音」「②小さい音」「③高い音」「④低い音」
の４つについて，それぞれの典型的な波形の画像がとれる
よう，実験する。 

＜結果の例＞ 

 ①            ② 

 

 ③            ④ 

 

 

４．結果を交流する。 

・強くはじくと，音は大きくなり，波の形の山が大きくなっ
た。 

 ・弦を短くすると，音は高くなり，波の山は小さい山がたく
さんできた。このことから，弦が速く振動していたという
ことが言える。 
 

５．本時のまとめを行う。 

・導入の演示実験で，音の大きさ
や高さを意図的に変えること
で，本時の学習課題に対する興
味関心を高める。 

 【研究内容２ 主体】 

 

 

・振動の様子と波形の関係につい
て，ゴムひもを用いて，具体化
して説明する。 

 

・小学校で学習した「条件の統
一」に触れ，ある条件に付いて
変えた時は，他の条件は変え
てはいけないことを確認す
る。 

 

 

 

 

 

 

 

・アプリケーションの波形を根拠
として，音の大きさや高さが違
うと，振動がどのように違う
か，班で話し合って比較し，検
討する。 

【研究内容２ 交流】 

 

 

・音の変化と，アプリケーション
の波形との関連について考え,

弦が振動している時の様子に
ついてまとめる。 

【研究内容３】 

 

・モニターに映して，自分の考えを発
表する。 

  【研究内容２ 交流】 

・音が大きい時は，大きく振動している。   
・音が高い時は，はやく細かく振動している。 

評価規準【思考・判断・表現】 

アプリケーションを用いて記
録した音の波形を分析し，大きな
音や高い音が鳴っている時の弦
の振動の違いをとらえ，まとめて
いる。（タブレットの画像・発言内容） 

課：音の大きさや高さを変えた時，振動は変化しているの
だろうか。 




